
12 13

2 理解の定　着を確認しながら，
確かな学　力が身につきます。1 数学を学ぶ意義や

有用性を実感できます。 3 数学的な見方・考え方が
身につきます。

教科書の特色

主体的・対話的で深い　  学びを実現するために

基礎・基本を大切にし　　た例や，理解の定着を確認で
きる章末問題，学びを　　記録するしくみなどによって，
確かな学力が身につき　　ます。

身のまわりの題材を取り上げているので，
数学の有用性を感じながら主体的に学べます。

授業の中で自然に，数学的な見方・考え方を
働かせることができるようにしているので，
これからの数学の学習や生活に役に立つ
見方・考え方が身につきます。

学びをたしかめよう
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3章		章末問題
3章で学習したこと

次の比例式を解きなさい。

⑴	 x：4 = 6：3	 	 	 	 ⑵	 2：x= 4：8
⑶	 x：(x+3) = 3：4	 	 ⑷	 3x：(x+2) = 9：5

4

次の方程式を解きなさい。

⑴	 x-5 = 8	 	 	 	 ⑵	 x-7 = -5
⑶	 x+13 = 4	 	 	 	 ⑷	 x+6 = -4
⑸	 3x= -12	 	 	 	 ⑹	 5x= 35

⑺	 1
3 x= 1

2 	 	 	 	 ⑻	 2
3 x= -6

⑼	 4x+10 = 2	 	 	 	 ⑽	 2x-3 = 5
⑾	 5x=x-4	 	 	 	 ⑿	 10x= 7x+6
⒀	 3x+5 =x+11	 	 	 ⒁	 4(x-3) = 3x-2

⒂	 x-1 = x-1
3 		 	 	 ⒃	 0.4x+0.7 = 0.1x-0.2

3

次の にあてはまる数を書き入れなさい。また，	

⑴，⑵では，どのような等式の性質を使っていますか。

	 	 	 3x-7 = 8
3x-7+ = 8+

	 	 	 3x= 15
	 	 	 x=

2

⑴

⑵

次の (ア)，(イ)のうち，2が解である方程式を選びなさい。
(ア)	 5x-4 = 8	 	 	 	 (イ)	 10-3x= 8x-12

1

4

比例式を解くこと
ができますか。
	p.97〜p.98

3

方程式を解くこと
ができますか。
	p.92〜p.96

2

等式の性質につい
て理解しています
か。
	p.89〜p.91

1

方程式とその解に
ついて理解してい
ますか。
	p.88
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	一次関数のグラフをかきましょう。

一次関数 y=ax+bのグラフは，切片 bで y軸との交点を	
決め，その点を通る傾き aの直線をひいてかくことができます。

一次関数のグラフのかき方例 2

⑴	 y= 3x-4のグラフ

	 	 切片は-4，傾きは 3

	
1

x

y

O

-4
3

⑵	 y= - 3
2 x+1のグラフ

	 	 切片は 1，傾きは- 3
2

	

x

y

O
1 2

-3

傾き− 32 の直線では， 

右へ 2進むと， 
下へ 3進むんだね

問 4 	 次の一次関数のグラフを	
かきなさい。

⑴	 y=x-3

⑵	 y= -3x+1

⑶	 y= 2
3 x-3

⑷	 y= -3x-4

⑸	 y= - 1
3 x+2

p.187 4

O

y

x

-5

-5

5

5

5

10
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関数 y＝ax2 と一次関数 y＝ax＋b について，観点を決めてくらべて， 
それぞれの特徴を考えた。

問 3 	 前ページの 例題 2 で，次の場合の平均の速さを求めなさい。

⑴	 1秒後から 2秒後まで		 	 ⑵	 3秒後から 5秒後まで

	一次関数 y=ax+bと関数 y=ax2をくらべましょう。

これまでに調べたことから，関数 y=ax2の変化の割合は，	

一次関数 y=ax+bとは異なり，一定ではないことがわかります。

まとめよう

一次関数 y=ax+bと関数 y=ax2の特
とく

徴
ちょう

をくらべて，	

下の例のようにまとめましょう。

一次関数 y＝ax＋b 関数 y＝ax2

グラフの形

yの値の増減

増加

y

xO
増加

a＞0

x

y

O

増加

増加

a＞0

x＝0のとき，yの値は最小

xO

y
a＜0

x

y

O

a＜0

x＝0のとき，yの値は最大

変化の割合 一定で に等しい 一定ではない

5
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2 つの直線に 1 つの直線が交わるとき，2 つの直線が平行ならば同位角や錯角は等しいこと 
から，逆に，同位角や錯角が等しいならば 2 つの直線の位置関係はどうなるかと考えた。

また，右の図で，錯角∠aと∠cが等しいとき，	
対頂角∠cと∠bは等しいから，∠a=∠bと	
なります。

したがって，同位角が等しいので，l ⁄ ⁄ mと	
なります。つまり，

です。

c
b

m

l
a

n

∠a=∠c ならば l ⁄ ⁄ m

2つの直線に 1つの直線が交わるとき，次のことが成り立つ。
❶	 同位角が等しいならば，この 2つの直線は平行である。
❷	 錯角が等しいならば，この 2つの直線は平行である。

平行線になるための条件

2つの直線に 1つの直線が交わるとき，次のことが成り立つ。
❶	 2つの直線が平行ならば，同位角は等しい。
❷	 2つの直線が平行ならば，錯角は等しい。

平行線の性質

これまでに調べたことをまとめると，次のようになります。

問 3 	 右の図について，次の問いに答えなさい。
⑴	 l ⁄ ⁄ mであることを説明しなさい。
⑵	 ∠x，∠yの大きさを求めなさい。
⑶	 lとmのほかに，平行な直線の組を	

見つけ，記号 ⁄ ⁄ を使って表しなさい。
m

l
p q r

100º

100º

70º

80º
x

y

p.189 2
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● 3年 みんなで学ぼう編 p.109

● 2年 みんなで学ぼう編 p.99

● 2年 みんなで学ぼう編 p.34～35

● 1年 みんなで学ぼう編 p.108● 3年 自分から学ぼう編 ページ41
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5章  図形と相似 理科

ページ（ ）

解答 73〜74

全身がうつる鏡
かりんさんは，全身がうつる鏡がほしいと思っています。

全身をうつすためには，	
鏡の縦の長さが，身長と	
同じだといいのかな

でも，縦の長さがもっと短くても，	
全身がうつりそうな気がするね

鏡で物体を見ることが	

できるのは，物体から出た光が	

鏡で反射して目に届くからです。

光が鏡で反射するとき，	

右の図のように，

入射角=反射角
となります。

入射角
反射角

入射光
鏡

反射光

鏡
の
面
に
垂
直
な
直
線

←

場面の状況を整理し，問題を設定しようステップ 1 見通しを立てて，問題を解決しようステップ2

1 	 下の図 1に，線分 EFをかき，点 P，Qをとりましょう。

2 	 必要な鏡の縦の長さと身長の比 PQ：CDを求めましょう。

3 	 身長 160 cmのかりんさんが，全身をうつすために	
必要な鏡の縦の長さは，何 cmになるでしょうか。

● 2年 みんなで学ぼう編 p.70
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連立方程式節1

けいたさんとかりんさんのクラスの人数は，全部で 36人です。
この 36人を，4人班と 3人班に分けることになりました。

2

それぞれの班の数を 
いくつにすればいいかな

3 人班を 5 班つくって 
しまうと，残りの人で 
4 人班がつくれないね

班分けについてみんなで話をしていたときに，先生から，	

班の数を全部で 10班にするようにいわれました。

話しあおう

3人班の数と 4人班の数は，どうすれば求めることができるでしょうか。

3

どうしたら 
いいのかな？

10 班より 
多くなっているよ

２つの文字をふくむ方程式について学びましょう。

5

34
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2章 連立方程式
班の数はいくつ？

けいたさんとかりんさんのクラスは，社会福
ふく

祉
し

体験として，	

点字体験と車いす体験をすることになりました。

1

どちらの体験を 
しようかな

点字体験は 4 人班， 
車いす体験は 3 人班
でおこないます

詳細はp.14 詳細はp.18 詳細はp.28

教
科
書
の
特
色


